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松山総合公園 

 （都市整備部 公園緑地課所管） 
 

基本情報 

 

 

 

施設概要 

設置目的 

昭和５８年３月に総合公園として計画決定し昭和５８年度から事業を開

始し平成元年１１月に部分開設し、その後Ｂ工区を整備し平成１１年３月

に開設されました。 

施設の構成 管理棟、展望塔、駐車場、園路、遊具、樹木 

事業概要  植木まつり、園芸教室、番組撮影など 

利用時間 
制限なし｛ただし駐車場は、９：００～１７：００ 

夏季（７月・８月・９月）は９：００～２１：００｝ 

休館日 なし 

使用方法  ご自由に来園し、ご利用ください。 

使用料 
 無料。ただし、イベント等で占用する場合の使用料は、公園緑地課 

【948-6519】までお問合せください。 

施設を取り巻

く状況や課題 

部分開設から３０年近く経過し、施設の老朽化が急速に進行していくこ

とが予測されるため、適切に維持管理を行っていくことが、施設管理者に

とって重要な課題となっています。 

所在地 朝日ヶ丘一丁目１６３３－２ 

敷地面積 45.25ｈａ 

開設年 昭和 45 年 

延べ面積 3,128.35 ㎡ 

構造・階層 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上5階地下2階 

（総合管理棟） 

管理形態 直営 

敷地の状態 市有地 
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建物の状況 

施設名 耐震性 環境への配慮 
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰへの対応が 

必要な設備 

総合管理棟 有 一部対応（30％未満） 「点字ブロック」 

 

コスト状況                         （単位：千円） 

①維持管理経費 １５５，４００ 植栽管理委託料、人件費外 

②事業運営費 ３  

③指定管理料（委託料） ―  

④収入 ６７４  

⑤減価償却費 ２２，７１２  

総コスト 

①+②+③-④+⑤ 
１７７，４４１  

 

利用状況 

大型遊具のオープンした平成１１年度に来場者数４０万人を突破したが、それ以降は４

０万人を超えたのは平成２１年度のみとなっています。平成２４年度に椿園のリニューア

ルと眺望スポットの新設を行い、平成２６年度にはドッグランを新設しました。 

 

【来園者数の推移】 
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城山公園 堀之内地区 

（都市整備部 公園緑地課所管） 
 

基本情報 

 

 

施設概要 

設置目的 

平成１２年に策定された「城山公園（堀之内地区）整備計画」を基に、

史跡松山城跡整備検討委員会並びに文化庁と協議をしながら段階的に整備

を進めています。現在、多くの施設を移転撤去して、発掘調査の成果を活

かし、江戸時代の地割となる道路や側溝などの遺構を表示し、史跡景観を

活かした都市公園として平成２２年３月に第１期整備が完成しました。 

施設の構成 広場、園路、城濠、トイレ、休憩所、樹木 

事業概要 史跡公園として市民に開放しています。 

利用時間 制限なし 

休館日 なし 

使用方法 
 ご自由に来園し、ご利用ください。ただし、イベント等で占用して使用

する場合は、公園緑地課へ申請が必要です。 

使用料 
無料。ただし、イベント等で占用する場合の使用料は、公園緑地課

【948-6519】までお問合せください。 

施設を取り巻

く状況や課題 
史跡のため制限が多く、効率的な維持管理を行うことが難しい状況です。 

 

所在地 丸之内・堀之内 

敷地面積 52.11ｈａ 

開設年 明治 7年 

延べ面積 542.36 ㎡ 

構造 木造 

階層 地上 1階 

管理形態 指定管理 

敷地の状態 国有地、市有地 
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建物の状況 

施設名 耐震性 環境への配慮 
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰへの対応が 

必要な設備 

公衆便所 有 対応無し 対応済 

 

コスト状況       

                  （単位：千円） 

①維持管理経費 １０，５５４ 工事請負費外 

②事業運営費 ― 
 

③指定管理料（委託料） ５２，６５０  

④収入     ３，６２０ 
 

⑤減価償却費 ５，２８３  

総コスト 

①+②+③-④+⑤ 
６４，８６７  

 

利用状況 

早朝から散歩等で利用され、通勤時間帯には通り抜けの会社員、学生が多く、昼休みに

は広々とした広場で休憩している姿が目立ちます。愛媛マラソンやえひめ・まつやま産業

まつりなど大きなイベントも開催され、市街地における貴重な広場となっています。 
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北条鹿島公園渡船待合所・博物展示館・レストハウス 

（産業経済部 観光･国際交流課所管） 
                           

 北条鹿島に関係する主な施設として渡船

待合所、レストハウス、博物展示館につい

て掲載しています。 

 

 

 

 

 

【

                           【博物展示館】  

 

基本情報  

施設名 所在地 敷地面積 
構造・階層 

延べ面積・建築年 

管理 

形態 

敷地の 

状態 

渡船待合所 北条辻 1605 2,007.28 ㎡ 
鉄骨造・地上 1階 

109.78 ㎡・平成 5年 

民間

委託 
市有地 

博物展示館 北条辻 1596-3 

7,708.00 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 

地上 1階地下 1階 

198.33 ㎡・昭和 52年 

民間

委託 
市有地 

レストハウス 北条辻 1596-4 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造・地上 1階 

112.50 ㎡・昭和 42年 
直営 市有地 

※レストハウスの一部は貸付しています。   

 

施設概要 

設置目的 

＜渡船待合所＞ 

 鹿島公園渡船利用者の待合所及び駐車場として設置 

＜博物展示館＞ 

 瀬戸内海国立公園の鹿島を中心とした地域の自然や文化、歴史について、

市民の理解を深めることを目的として設置 

＜レストハウス＞ 

 来島者の利便性と満足度の向上を目指して、休憩室及び飲食施設として

設置 



（６）公園施設 

 

136 

 

施設の構成 

＜渡船待合所＞  駐車場、発券窓口、待合所、トイレ 

＜博物展示館＞  資料展示室、多目的室（キッズスペース）、授乳室、 

管理室、トイレ 

＜レストハウス＞ 無料休憩所、賃貸店舗（飲食販売）、倉庫 

事業概要 

＜渡船待合所＞ 

 渡船券の発券と乗船案内、鹿島など北条地域の観光に対する問い合わせ

対応、駐車場の管理など 

＜博物展示館＞ 

 鹿島周辺の自然に関するパネルや動植物の標本類、文化や郷土史に関す

る資料を展示し、鹿島来島者に地域の自然環境や歴史についての情報提供、

また、通常、多目的室をキッズスペースとして解放 

＜レストハウス＞ 

 来島者がくつろげる休憩所の提供、賃貸業者による軽食・ドリンク等の

販売 

利用時間 

＜渡船待合所＞  7：00～21：30【４月～７月第２金曜日・９月～３月】 

7：00～22：30【７月第２土曜日～８月】 

＜博物展示館＞  8：30～17：30 

＜レストハウス＞ 10：00～17：00 

休館日 

＜渡船待合所＞  無休 

＜博物展示館＞  無休 

＜レストハウス＞ 無休（飲食販売 水・木曜日休業） 

使用方法 

＜渡船待合所＞  渡船及び駐車場の利用には料金が必要。 

＜博物展示館＞  入館は自由 

＜レストハウス＞ 施設への出入りは自由 

使用料 

＜渡船待合所＞  無料（渡船及び駐車場の利用には料金が必要。） 

・渡船料金 大人（中学生以上）：210 円 

 小児（小学生以下）：110 円 

・駐車場料金 一般料金：510 円（7:00～22:00） 

＜博物展示館＞  無料 

・多目的室を会議等で使用する場合は 1日 2,000 円 

＜レストハウス＞ 無料（飲食料金などは有料） 

施設を取り巻

く状況や課題 

＜渡船待合所＞ 

 築２５年以上経過し、施設の老朽化が進んでおり、随時設備の補修を行

っています。今後も待合所の運営委託先と連携して、適切な維持管理に努

めます。 

＜博物展示館＞ 

築２５年以上経過し、施設の老朽化が進んでいますが、平成２５年度に

改修工事を行うなど、随時設備の補修を行っています。今後も運営委託先
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と連携して、適切な維持管理に努めます。 

＜レストハウス＞ 

 築２５年以上経過し、施設の老朽化が進んでいますが、平成 24年度に改

修工事を行うなど、随時設備の補修を行っています。今後も適切な維持管

理に努めます。 

 

建物の状況 

施設名 耐震性 
環境への 

配慮 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰへの対応が 

必要な設備 

渡船待合所 有 対応無し 
「手すり」 

「点字ブロック」 

レストハウス 有 80％以上対応 対応済 

展示博物館 有 80％以上対応 対応済 

 

コスト状況                        （単位：千円） 

 渡船 

待合所 

レスト 

ハウス 

展示 

博物館 
３施設合計 

①維持管理経費 2,357 ― 759 3,116 

②事業運営費 5,555 ― 3,936 9,491 

③収入 4,558 69 12 4,639 

④減価償却費 237 108 793 1,138 

総コスト 

 ①＋②－③＋④ 
3,591 39 5,476 9,106 

 

利用状況 

 渡船利用者数により、鹿島公園内の施設の利用者を計る目安としました。 

 

【鹿島渡船利用者数・駐車場利用台数の推移】 

年 度 渡船利用人数（人） 駐車場利用台数（台） 

平成２５年度 ４９，４０２ ７，９７４ 

平成２６年度 ５１，２２４ ８，２５９ 

平成２７年度 ５６，７００ ９，３２８ 

平成２８年度 ５１，４８８ ９，０２８ 

平成２９年度 ５０，６６５ ７，８６５ 
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河野別府公園・北条公園（法橋） 

（都市整備部 公園緑地課所管） 
                          

 

 公園緑地課が所管する北条地区の屋外運動

広場施設として、河野別府公園（文化の森公園）

と北条公園（法橋運動広場）があります。 

 

 

 

 

 

  

基本情報 

施設名 所在地 敷地面積 開設年 
管理 

形態 

敷地の 

状態 

河野別府公園 河野別府 921－1 69,700 ㎡ 平成元年 
指定 

管理 
市有地 

北条公園 庄地区外 432,100 ㎡ 昭和51年 
指定 

管理 
市有地 

 

施設概要 

設置目的 

＜河野別府公園＞ 

松山広域都市計画公園として計画決定を受け、昭和６２年度から平成５

年度の７ヵ年で整備をおこないました。隣接施設として保健センター・福

祉センター・図書館が建設され、当公園と併せて教育、文化等の中核的機

能をもつ施設の集積地として設置されています。 

＜北条公園＞ 

都市公園等整備５ヶ年計画に基づき、松山広域都市公園第２５号北条公

園として計画決定を受けています。当公園は、俵原池から恵良・腰折・新

城の山々が連なる標高 100～300m の山地一帯と北条スポーツセンター・大

浦・立岩両岸の白砂青松の地を合しており、天然記念物エヒメアヤメをは

じめとして数多い植生物の分布が見られる地域の都市公園として開設され

ました。 

施設の構成 
＜河野別府公園＞ 東屋、トイレ 

＜北条公園＞ トイレ、シャワー室 

河野別府公園 
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事業概要 
＜河野別府公園・北条公園＞ 

公共の福祉の増進に資することを目的として、市民に開放しています。 

利用時間 
＜河野別府公園＞ 制限なし 

＜北条公園＞ 制限なし、ただし、シャワー室は夏期間のみ利用可 

休館日 
＜河野別府公園・北条公園＞ 

なし 

使用方法 
＜河野別府公園・北条公園＞ 

ご自由に来園し、ご利用ください。 

使用料 

＜河野別府公園・北条公園＞ 

無料。ただし、イベント等で占用使用する場合の使用料は、公園緑地課

【948-6519】までお問合せください。 

施設を取り巻

く状況や課題 

＜河野別府公園・北条公園＞ 

設置後、長期間が経過しており、施設の老朽化が急速に進行してくると

予測されます。厳しい財政事情の下で適切に維持管理を行っていくことが、

施設管理者にとって重要な課題となっています。 

 

建物の状況 

 
耐震性 

環境への 

配慮 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰへの対応が 

必要な設備 

河野別府公園 有 
一部対応 

（30％未満） 

「手すり」 

「点字ブロック」 

北条公園 無 
一部対応 

（30％未満） 

「手すり」 

「点字ブロック」 

 

コスト状況  

                           （単位：千円） 

①維持管理経費     １１，０５０  

②事業運営費 ―  

③指定管理料（委託料） ５，９３０  

④収入 ―  

⑤減価償却費 ４８４  

総コスト 

①+②+③-④+⑤ 
１７，４６４  

※費用の分割が出来ないため２施設の合計コストです 

 


